
 

実施事業名 拡がれ！おんくりフードドライブの輪 

団体（グループ）名 NPO 団体おんくりの輪 代表者名 岩本 希 

① 地域の課題 

[課題を何と考えて

事業を行った（行う）

のか]   

物価高騰により食品の購入に制限のある家庭は子育て家庭のみならず、幅広い世

代に拡がっていると考えた。食費を捻出するためにアルバイトに時間を費やし学

業が疎かになる大学生も含み、食品に手が届きにくい幅広い世帯に、人から人へ

食品を手渡しすることで単に値下げ品の購入では充足されないつながりを感じ

ることも、近年問題視される孤立・孤独の解消の一助となると考えて事業を企画

し行っている（継続中）。 

② いつ 

[事業実施日時] 

1回目食品募集 7/24、7/31→配布 8/2、8/3、8/4 

２回目食品募集 8/28、9/4、9/25→配布 9/26、9/27、9/28 

３回目（予定）食品募集 11/27（済）、12/4、12/18→配布 12/20、12/21、12/22 

③ どこで 

[場所] 

おんくりの家（大麻扇町 3-16 大麻扇町商店街内） 

④ 誰のために 

[対象者] 

原則対象は限定せず、自己判断により食品の購入に負担を感じている世帯を対象

に実施。 

⑤ 実施内容・進捗状況 

[どんなことをした

（する）のか] 

住民や企業等よりまだ安全に食べられる賞味期限内の食品を募り、必要な住民に

手渡す活動を行っている。可能な限りおんくりの家でお茶を飲むなど交流の機会

も設け、つながりを感じられる場となっていることに期待している。また、本活

動をきっかけにおんくりの家を知ってもらい、普段から足を運ぶきっかけになる

ようチラシを渡すなど案内をしている。アンケートも実施し、どのような方が参

加しているのか、どのような困り事があるのか調査し、今後より有効な活動を展

開するために必要な情報を集めている。 

⑦ 事業の効果 

[どんな効果があっ

た（ある）か] 

食品募集では、賞味期限内でありながら消費しきれない食品を持て余している家

庭からの寄贈や問合せがあり、「捨てずに人のためになるなら嬉しい」と本活動

に肯定的な市民との出会いが多かった。食品配布では、近隣のみならず遠方から

来る方、各回連日足を運ばれる方もあり、「生活が苦しいので助かる」という声

もあった。生活の困り感を感じている市民の存在が明らかとなった。 

⑧ 事業の展望 

[今後どうするのか] 

今年度の活動では食品の無料提供を必要としている真偽を確かめる術はなく、本

当に必要な人に渡し切れていない現状があると推察する。また、おんくりの家で

の交流も含めた企画としたため取りに来ることを前提としたことで、食品は必要

だが取りに行けないという問い合わせもあり、今後食品募集・配布を継続する場

合は相当の工夫を講じ、必要な人に届ける仕組みづくりが必要となると考える。 

自由記載欄（事業に関連する写真やチラシ、ＰＲなど） 
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食品のご寄付に
ご協力お願いします！！
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同時開催



おんくりの家の前に
コンテナを置き、
食品をお届けいただ
きました。

ほんの一例ですが、
たくさん集まりました。

おんくりの家の前の
陳列棚に並べて
お取りいただきました。

※事業の特性上、
来場者の写真は掲載
を控えさせていただ
きます。

＜1回目の様子＞



＜２回目の様子＞

日用品も寄贈され、
抽選での配布としま
した。

前回の経験から、お
米は需要が高いこと
がわかり持ち帰り数
を限定するのを辞め
ました。

最初に出したお米は
開始５分ですべてな
くなりました。その
後補充しましたがす
ぐになくなり、開始
１時間半ほどで残り
の食品はわずかとな
りました。
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